
別紙様式２

【基本事項】

120

会計

10 款 4 項

1 目 1 細目

7 章

1 節

項

【事業目的】

【事業内容】

【事業コスト】

単位

千円

日

日

千円

千円

千円

千円

千円

千円

コストの
増減理由

うるし絵付け体験等の新たな体験メニューによる経費の増加。

一般財源 198 362 188 309 351

その他財源

地方債

198 362 188 309 351

財
源

特
財

国・県補助金

その他

351

人
件
費

主担当職員

その他職員
費
用

   事業費合計 198 362 188 309

費用合計

区　分 Ｈ20決算 Ｈ21決算 Ｈ22決算 Ｈ23決算 Ｈ24決算

意　図
（事業の狙い）

　鮭延越前守秀綱公の墓所がある古河市（旧総和町）と真室川町との少年少女の相互交
流を通し、古き歴史を紐解くとともに、絆と友情を深め、21世紀を担う健やかな少年少女の
育成を図る。

見直しの履歴
昭和63年以降、隔年・年度内相互交流を実施。平成20年度からは隔年交流に見直しを
図った。

実施内容
　真室川町を主会場に実施。歴史的背景のある正源寺参拝や、童歌体験、秋山ス
キー場での親雪交流を行い、真室川町ならではの体験を通して絆を深めた。また、
最終日は寄せ書き作成や感想文を作成を行い、交流の思い出を残した。

社会教育総務費

総合計画の
位置づけ

(後期基本計画)

「ひと・もの・こころが交流するまち」づくり

交流の推進

対　象
（誰、何を）

 町内の小学校5年生児童を対象とした姉妹都市交流事業
古河市32名　真室川町20名

根拠法令 町条例・要綱等

予算
科目

一般

科目
教育費 社会教育費

社会教育総務費

担当課 教育課 担当名 生涯学習・スポーツ担当

事業期間 □単年度　■単年度繰返（昭和61年度開始）　□期間限定（　　　年度～Ｈ　　年度）
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事業評価シート

【項目別評価】（Ａ高～Ｄ低）

A A B

✓�

✓�

【総合評価と改善計画】

ランク

【外部評価と評価委員意見】

✓�

　　縮小 ← 成果 → 拡大

外部評価 外部評価委員意見

B 　学年を限定するのではなく、幅を持たせて縦の繋がりを活かすことなど、何らかの対
策を講じる必要がある。

町民・議会等の
要望・時期等

○古河市開催　夏休み期間（８月頃）　　　○真室川町開催　　冬期間（３月開催）

今後の方向性 □廃止　□休止　□終了　□統合　□継続　■一部見直し　→ 見直しの方向性

改善計画

　小学校5年生に限定した事業であるが、特に当町の全体の
児童数が減少していることから、参加対象・開催時期を含め
て学校関係者・古河市と事務担当者レベルでの話し合いが
必要である。

減
↑

費
用
↓

増

  当該事業は、団体生活による体
験・交流をとおし、青少年の健全
育成も含めた事業として展開をし
ている。

　平成20年度に年度内相互交流
から見直しを図り、経費削減にも
つながっていることから、これ以
上の削減の余地はない。

　団体生活を通した体験学習の
効果が上がっているが、少子化等
による影響から参加者が減少して
おり、事業内容等を見直す時期
に来ている。

Ａ:計画どおり事業推進が適当　　　　Ｂ:事業の進め方に改善が必要
Ｃ:事業規模、内容等の見直しが必要　Ｄ:事業の統合、休・廃止が必要

総合評価

　姉妹都市交流事業として両市町の特徴を活かした交流となっているが、
少子化の影響で全体の児童数が減少しており、特に地元開催時の参加希
望者が少ない現状にある。事業内容や対象も含め、改善の時期に来てい
る。

B

民間と競合している
町民負担を見直す余地が
ある

継続実施しても成果向上の
余地がない

理由 理由 理由

住民ニーズが低下、または
サービス過剰

従事人数を節減する余地
がある

対象を見直す余地がある

国・県事業と重複 事務改善の余地がある
成果向上のために事業内容
を見直す余地がある

妥当性
（行うことは適当か）

効率性
(削減余地がないか)

有効性
(成果が向上しているか)

当初の目的を達成している
事業費を節減する余地が
ある

上位施策にあまり貢献して
いない


